
幼保小の切れ目ない支援に向けた
指導要録等の活用について

令 和 ７ 年 1 1 月 1 3 日 （ 木 ）
広 島 県 教 育 委 員 会
乳 幼 児 教 育 支 援 セ ン タ ー
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令和7年度特別な支援を必要とする子供の育ちや学びに関する幼保小連携・接続の教育・保育講座



小学校への引継ぎの手立て

●全ての子供を対象とするもの

　 ・幼稚園幼児指導要録

　・保育所児童保育要録

　・幼保連携型認定こども園園児指導要録

●特別な支援が必要な幼児を対象とするもの

   ・個別の教育支援計画（教育）

　・個別の支援計画（福祉）

●自治体が独自に活用しているもの
　・就学支援シート



要録とは

　指導要録は、幼児の学籍並びに指導の過程及びその
結果の要約を記録し、その後の指導及び外部に対する証
明等に役立たせるための原簿となるものです。
「幼稚園及び特別支援学校幼稚部における指導要録の改善について（通知）」（文部科学省　平成30年3月30日）

　幼保連携型認定こども園園児指導要録は、園児の学籍
並びに指導の過程及びその結果の要約を記録し、その後の
指導及び外部に対する証明等に役立たせるための原簿とな
るものです。
「幼保連携型認定こども園園児指導要録の改善及び認定こども園こども要録の作成等に関する留意事項等について　　　　
（通知）」（内閣府・文部科学省・厚生労働省　平成30年3月30日）



要録とは

、保育士等が、自らの保育実践の過程を振り返り、子
どもの心の育ち、意欲等について理解を深め、専門性
の向上及び保育実践の改善に努めることが求められ
る。また、その内容が小学校に適切に引き継がれ、保
育所保育において育まれた資質・能力を踏まえて小学
校教育が円滑に行われるよう、保育所と小学校との間
で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有す
るなど、小学校との連携を図ることが重要である。 

　このような認識の下、保育所と小学校との連携を確
保するという観点から、保育所から小学校に子どもの
育ちを支えるための資料として、従前より保育所児童
保育要録が送付されるよう求めている
　　　　　　　　　　　　　　　「保育所保育指針の適用に際しての留意事項について」（厚生労働省　平成30年3月30日）



要録の参考様式の改善

幼稚園 保育所

「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」
（１０の姿）が明記

「養護」と「教育」に関する
記載欄の統合



要録記入のポイント

①

②

①学年の重点
　その年度のはじめに指導
計画として立てたクラスの目
標を記入します。

②個人の重点
　１年間を振り返って、当該
幼児の指導について特に重
視してきた点を記入します。
初めから定めるものではな
く、記録を読み返し、その子
供とのかかわりで大切にし
てきたことを書くようにしま
す。



要録記入のポイント

③

③指導上参考となる事項
　各領域のねらいを視点とし
て、当該幼児の発達の実情
から向上が著しいと思われ
るものを記入します。
　その子供が夢中になって取
り組んだ主たる活動（遊び）
で経験したことを５領域の内
容の視点で捉えたうえで、そ
の子供に育ちつつある姿を
書くことが大切です。
　次の年度の指導に活かせ
るよう、その子供の育ちを支
えるために必要と考えられ
る配慮事項も記入します。



要録の活用状況
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参考内容

令和元年度乳幼児期に教育・保育の充実に関する調査（広島県教育委員会　令和元年）



演習
内容

　架空の子供の要録記載例を基に、A児
の育ちを読み取るとともに、小学校生活
におけるA児の１年生担任の困り感に対
する支援方法を考える。

手順
①A児の育ちを読み取る。（個人作業）
　【5分】

②A児の見立てを交流する。　（グループ協議）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　【15分】

③〔追加情報の提示：A児の担任の困り感〕　　　　　　　　　　　
　【２分】

④A児への支援方法を考える。（グループ協議）　　　　　　　　　　　　　　　　
　【15分】

⑤協議内容を共有する。（全体協議）
　【10分】

A児


